
令和２年度 第１回浜松市障がい者自立支援協議会 

市全体会 

次 第 

１ 開 会 

 ２ 障害保健福祉課長挨拶 

 ３ 構成員自己紹介 

 ４ 浜松市障がい者自立支援協議会について       資料１ 

５ 議 事 

（１）専門部会活動状況報告 

    ・相談支援部会 計画相談ワーキング     資料２－１,２ 

            委託相談評価ワーキング   資料３ 

    ・権利擁護部会 虐待対応ワーキング     資料４ 

    ・地域生活部会 こどもワーキング      資料５－１,２,３ 

（２）エリア連絡会報告 

・各エリア連絡会の体制、活動状況      資料６ 

（３）第６期浜松市障がい福祉実施計画及び 

第２期浜松市障がい児福祉実施計画について   資料７ 

（４）その他 

６ 閉 会 

※第２回 浜松市障がい者自立支援協議会市全体会 

日時：令和３年２月８日（月）１０時～ 

     会場：市役所北館１階 １０１、１０２会議室 

 日 時 令和２年９月８日（火） 

午前１０時から 

会 場 １０１、１０２会議室 

※資料2-2非公開

※資料5-2,3非公開



氏名 備考

学識経験者 聖隷クリストファー大学　社会福祉学部 川向　雅弘

医療 メンタルクリニックダダ 大嶋　正浩

計画相談 相談支援センターだんだん 川嶋　章記

当事者 浜松市手をつなぐ育成会 小出　隆司

社協 浜松市社会福祉協議会　地域支援課 宇佐美　嘉康

教育 浜松市立雄踏小学校 高橋　祥二

入所 社会福祉法人　天竜厚生会 富永　直樹

通所 社会福祉法人　みどりの樹 海野洋一郎

浜松市発達医療総合福祉センター 内藤　由美

浜松市根洗学園 松本　知子

中区社会福祉課　課長 北村　聡

東区社会福祉課　課長 鈴木　誠隆

西区社会福祉課　課長 大澤　利道

南区社会福祉課　課長 稲葉　友亮 Zoom参加

北区社会福祉課　課長 藤野　正彦 Zoom参加

浜北区社会福祉課　課長 伊藤　弘和 Zoom参加

天竜区社会福祉課　課長 芦澤　信之 Zoom参加

教育委員会　指導課　担当課長 石川　博則

中障がい者相談支援センター　センター長 藤川　晴海

東障がい者相談支援センター　センター長 玉木　祐次郎

西・南障がい者相談支援センター　センター長 後藤　翔一朗

北障がい者相談支援センター　センター長 本宮　早奈映

浜北・天竜障がい者相談支援センター　センター長 今田　将晴

相談支援事業所シグナル　所長 尾関　ゆかり Zoom参加

障がい者基幹相談支援センター　センター長 雨宮　寛

障がい者基幹相談支援センター 岸　直樹

障がい者基幹相談支援センター 永田　貴裕

障がい者基幹相談支援センター 山下　由香 Zoom参加

障がい者基幹相談支援センター 松井　亮 Zoom参加

障害保健福祉課　課長 久保田　尚宏

障害保健福祉課　担当課長 鈴木　博

障害保健福祉課　課長補佐 夏目　健一

障害保健福祉課　精神保健グループ長 河合　龍紀

障害保健福祉課　医療・就労グループ長 仲井　俊二

障害保健福祉課　指導グループ長 金原　正剛

障害保健福祉課　政策調整グループ長 橋本　啓司

障害保健福祉課　生活支援第１グループ長 矢崎　理加

障害保健福祉課　生活支援第２グループ長 柴田　多美子

障害保健福祉課　生活支援第２グループ 山内　愛美

委員所属先

浜松市

庁内出席者

事務局

令和２年度　浜松市障がい者自立支援協議会　市全体会構成員名簿



浜松市障がい者自立支援協議会

目標：「支え合いによって、住み慣れた地域で希望を持って安心して暮らすことができるまち」

＜エリア全体会＞（協議ができる人数）
構成員：計画相談支援事業所・その他事業所 等
出席者：障害保健福祉課
（オブザーバー：基幹相談支援ｾﾝﾀｰ）

＜エリア事務局会議＞（月１回）

＜当事者と意見交換ができる場＞

・家族・当事者・委託相談支援ｾﾝﾀｰ・区社会福祉課

部会

障害者施策推進協議会

障がい者自立支援協議会

市主催の
会議

＜市全体会＞（年２回開催）

構成員：学識経験者・計画相談支援事業所・社協・専門部会会員・当事者・教育関係・医療関係・事業所（入所、通所）

浜松市発達医療総合福祉センター・浜松市根洗学園

出席者：区社会福祉課・教育委員会

＜当事者部会＞

・当事者・家族

＜専門部会＞

・専門職・委託相談支援ｾﾝﾀｰ・区社会福祉課

相談支援部会

権利擁護部会

地域生活部会

報告・提言

＜企画会議＞（隔月開催）

構成員：委託相談支援ｾﾝﾀｰ（各エリア１人）

シグナル・各区社会福祉課

＜事務局会議＞

・基幹相談支援ｾﾝﾀｰ・障害保健福祉課＋α

依頼・報告

各団体等

主催の会議

※個別支援会議での事例の積み重ねから課題を抽出
※課題は「できること持ち寄りシート」により提案

エリア連絡会
報告・提案

とりまとめ
・基幹相談支援ｾﾝﾀｰ

・障害保健福祉課

報告・提案

事務局：障害保健福祉課・基幹相談支援ｾﾝﾀｰ・委託相談支援ｾﾝﾀｰ

事務局：委託相談支援ｾﾝﾀｰ・区社会福祉課

市全体会

①課題解決に向けた協議

②困難事例の共有

③市への施策、提案

④協議結果の報告

企画会議

①あがってきた課題の整理

②困難事例等情報の整理

③社会資源の改善

④困難事例の協議

⑤各部会の情報共有・発信

⑥エリア活動報告

※企画会議の中に事務局会議を置く。

①企画会議の案件を煮詰める場

専門部会

①課題解決のための調査・研究

②提言書作成

障がい児、障がい者通じて

※課題を元に、テーマ設定

※テーマは企画会議で決定

※メンバーは事務局会議で選出、

企画会議で決定

※スケジュールを組み、進める。

※ワーキンググループ設置可

※エリアの部会と連携

エリア全体会

①地域課題の抽出と解決に向けた協議

②地域ネットワークの構築

③社会資源の改善

④困難事例の共有

当事者部会

①障害者施策等についての意見交換

②専門部会やエリア活動状況の報告

部会

※地域の実情に合わせて設置

※市専門部会との連動

※ネットワーク構築

※困難事例の協議

エリア事務局会議

①連絡会の運営に関すること・

②エリアの課題に関すること

資料１



令和２年度　浜松市障がい者自立支援協議会　年間予定表

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

9月8日(AM) 2月8日(AM)

6月30日 8月17日 9月24日 11月26日 1月28日 3月4日

※新体制ｽﾀｰﾄ

○7/15北エリア
　　　　  東エリア

○8/19中エリア
○西・南エリア、浜
北・天竜エリア：書
面会議

○東エリア
○中エリア
○北エリア

○東エリア
○西・南エリア
○浜北・天竜エリア

内　容

備　考
（予定）

○6/30施策協 ○8/11当事者部
会

○9/2施策協 ○施策協

　＜目標＞
　　　「支え合いによって、住み慣れた地域で希望を持って安心して暮らすことができるまち」

体制・構成員・部会等調整

こどもワーキング（アセスメントツール）

課題解決型：スケジュールを設定して活動（ネットワーク作りを目的とした部会も可）

相談支援ワーキング 委託相談評価ワーキング

(仮)こどもワーキング（かけはしシート）

虐待対応ワーキング

体制・メンバー調整



相談支援部会 計画相談ワーキング

１ ワーキングテーマ 

   計画相談の現状把握と体制・仕組みづくり 

２ 目的 

平成２４年に障害者自立支援法が改正され、サービス等利用計画作成対象

者が拡大されたことにより計画相談に対応する事業所や相談員は増えたも

のの、計画相談の現場において、サービス利用者や保護者、サービス事業所

の意向によりサービス内容や量が決められ、ケースアセスメントが不足して

いる事例が増えており、計画相談の質が課題となっている。 

また、対象者が障害福祉サービスをすぐに使いたい希望や必要性があって

も計画相談事業所が対応できない「計画難民」の増加、サービス内容によっ

ては定員に達している、サービス事業所側の受入体制が整っていない等の理

由から計画相談のアセスメントとは違う事業所を利用しなくてはならない

という現状がある。 

計画相談やサービス利用の現状、相談員の困り感を把握することで、計画

相談の質の向上、体制・仕組み作りについて検討をしていく。 

３ ワーキングメンバー 

浜松市東障がい者相談支援センター：玉木祐次郎 

浜松市中障がい者相談支援センター：紅谷あゆ香 

相談支援事業所まど：鈴木宏幸 

基幹相談支援センター：松井亮、永田貴裕 

事務局：障害保健福祉課 生活支援第２グループ 

４ 活動状況 

   令和２年４月２３日 第１回ワーキング 

   令和２年５月１２日 第２回ワーキング 

   令和２年５月１８日～令和２年６月５日 計画相談実態調査 

   令和２年６月２５日 第３回ワーキング 

   令和２年７月２０日 第４回ワーキング 

   令和２年８月１７日 企画会議にて提案票について報告 

資料２－１



浜松市障がい者自立支援協議会 

相談支援部会 委託相談評価ワーキング 

１．ワーキングテーマ 

   委託相談の質の評価と機能強化のための指標づくり 

２．背景 

令和２年度、浜松市障がい者相談支援事業の再編により浜松市を５つのエリアに分

け、各エリアに障がい者相談支援センターが設置された。委託相談が各エリアの障が

い者支援に責任を持って取り組み、地域の機能が強化されることで地域の支援体制

の充実が図られていくことが期待される。 

各センターは担当エリアの障がい者支援において地域の支援体制強化の観点から

連携強化や体制構築など多岐にわたり、今まで以上の機能の充実が求められている。 

３．目的 

浜松市の相談支援体制や障がい者支援において委託相談に必要な機能を定期的

に見直し、機能強化と標準化を図ることをねらいとして評価目的や方法など検討する。

また、委託相談の再編による効果や課題についても併せて検証し今後の相談支援体

制構築に活かしていく。 

４．ワーキングメンバー 

委託相談：東障がい者相談支援センター 三嶋 真実 

浜北・天竜障がい者相談支援センター 大柳豆 勇太 

  計画相談：相談支援事業所アグネス 飯塚怜子 

  基幹相談：山下由佳、岸直樹 

  障害保健福祉課：指導グループ、生活支援第２グループ（事務局） 

５．スケージュール 

令和２年８月下旬～ 評価内容検討

令和２年１１月～   評価指標検討 

令和３年３月     モデル評価実施 



浜松市障がい者自立支援協議会 

権利擁護部会 虐待対応ワーキング 

障害保健福祉課 

１．ワーキングテーマ 

  養護者虐待の対応に関する行政・相談支援事業所等の共通理解の構築 

２．目的 

・H24.10 障害者虐待防止法施行 

・施行から約 8年を経過しようとしており、法に基づき対応するにあたり、様々

な課題が蓄積 

・行政と支援機関がワーキングを開催することにより、虐待対応に関する共通理

解の構築や課題の整理と対応方法の検証を行うことが可能 

・虐待事案は鎮静化まで長期に亘る継続した支援が必要となる場合があるため、

人事異動等により担当者が替わった場合でも、各事案への支援が滞らない仕組

みの構築が必要 

３．構成員 

障がい者基幹相談支援センター  岸直樹、山下由佳 

委託相談：中障がい者相談支援センター   藤川晴海 

       西・南障がい者相談支援センター 後藤翔一朗 

東障がい者相談支援センター   平野明臣 

区社会福祉課：中区社会福祉課障害福祉 G  飯塚康敬 

         南区社会福祉課障害福祉 G  内藤淳 

事務局：障害保健福祉課 政策調整 G    橋本啓司 

４．スケジュール（予定） 

  令和 2年 9月～1月 課題抽出・対応方法検証、成果物作成 

時期 内容 

R2.9 月～10 月 初動期（事前相談・通報受付～事実確認、分離措置） 

R2.11 月～12 月 対応期（進捗管理、支援会議等） 

R3.1 月 終結、まとめ 

  令和 3年 1月～2月   虐待対応に関係する行政職員、相談支援事業所へ周知 

資料４



浜松市障がい者自立支援協議会 

地域生活部会 こどもワーキング 

障害保健福祉課 

１．ワーキングテーマ 

  効果的な子どもや家庭のアセスメント 

２．目的 

障がい児の福祉サービス利用において、保護者の意向によりサービス内容や

量が決められている事例が多く見られ、サービスを利用する子どもの状況把握

やアセスメント不足が課題となっている。 

子どもの状況に応じて必要なサービスやサービス量を判断していく必要が

あることから、共通のツールを取り入れることで相談員が障がい児をアセスメ

ントする上で重要なポイントがわかるようになり、事例を積み重ねることで相

談員の質の向上にもつながることから、障がい児相談支援ツールの作成をして

いく必要がある。 

３．構成員 

メンタルクリニックダダ：野呂耕助

NPO法人すまいる：小粥義雄
障がい者基幹相談支援センター：雨宮寛

委託相談：北障がい者相談支援センター 本宮早奈映

計画相談：相談支援事業所シグナル 宮司登志江

児童発達支援事業所：ぱぴるす 紅谷純

放課後等デイサービス：SES 山中有平
区社会福祉課：中区社会福祉課障害福祉 G 飯塚康敬
事務局：障害保健福祉課 生活支援第２グループ

４．活動状況 

   令和２年４月２３日 第１回企画会議

   令和２年６月１６日 第１回ワーキング

   令和２年７月１４日 第２回ワーキング

   令和２年８月 ３日 第２回企画会議

   令和２年８月２０日 第３回ワーキング

５．今後の予定 

・関係機関へのアセスメントツール周知 

   ・アセスメントツール研修（令和２年１１月予定） 

資料５-１



令和２年度　エリア連絡会について

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

こども
部会(南)

啓発
部会

ﾈｯﾄﾜｰｸ
会議

随時開催

年２回程度

年１回以上

課題解決
PJ部会

浜北
定例会

浜北
啓発活動

天竜
定例会

全体会

事務局
会議

事例検討
部会(西)

地区
部会(南)

こども
部会(西)

啓発活動

全体会

事務局
会議

事例
検討部会

北区を
知ろう部
会

年１回以上

こども部会

ﾈｯﾄﾜｰｸ
会議

研修

「ずっと北区で暮らしたい」と
思える地域づくり

課題解決

＜地域課題検討部会＞
テーマ：「わ」～ライフステージに沿った課題整
理、課題解決のためにつなげる地域の輪～
・定期的に個別ケースの事例検討を行う中で、
ケースの希望する生活に向けて障壁になって
いるものを見つけていく。

＜人財部会＞
テーマ：知って　学んで　バリアフリーな中区
・当事者グループ：当事者の生活状況や日々
の思いを知ることで、様々な障害に対しての理
解を深める。
・研修グループ：中エリアにある福祉サービス
事業所やその他の資源についての理解を深
める。

＜啓発部会＞
テーマ：ともに生き、ともに支えあう、浜松市
・スマイルフェスタへの参加。

＜ネットワーク会議＞
・中区の事業所同士て意見交換等を行う。

必要に応じて設置、開催

必要に応じて設置、開催報告会

全体会

事務局
会議

中エリア 東エリア 西・南エリア 北エリア 浜北・天竜エリア

当事者
意見
交換会

人財
部会

全体会

事務局
会議

短期型
課題

検討部会

部
会
等

＜短期型課題検討部会＞
目的：東エリア全体会から出された地域課題を
期間を設け、集中的に解決に向けて検討をし
ていく。検討結果は全体会構成員へ報告し、
必要に応じて研修会の開催、企画会議への提
言等を取りまとめる。

＜研修＞
目的：短期課題検討部会や全体会、地域課題
等で出された課題により必要な内容に応じて
研修を行う。

＜ネットワーク会議＞
目的：地域とのつながりを作り、つながりの輪
を広げる。

＜当事者意見交換会＞
目的：制度や資源等に関する情報を提供する
と共に、座談会を開き、当事者が意見を言える
場とする。

＜こども部会＞
目的：児童支援を行う機関同士が顔の見える
関係づくりを行い、子どもを取り巻く現状につ
いて様々な視点から課題整理を行う。

＜相談支援部会＞
目的：エリアの相談支援体制及び地域課題に
ついての検討、相談支援事業所間の連携強
化、人材育成を行う。

＜事例検討部会（西エリア部会）＞
目的：ネットワークづくり、啓発、人材育成を区
単位の活動を行い、事業所間連携を強化して
いく。

＜地区部会（南エリア部会）＞
目的：『知り合い、ふれあい、繋がろう』を共通
テーマに各地区単位の活動を通して、障がい
を持つ方も住みやすい地域づくりを考える。

＜ネットワーク会議＞
目的：西・南エリア全構成員への活動報告・連
絡及び交流を行う。

＜ワーキンググループ＞
目的：専門的な立場から地域課題の協議を行
い、全体会に報告する。

＜事例検討部会＞
目的：ケース（困難）検討を通しての課題の抽
出、部会を通じて関係機関との連携を深める。

＜北区を知ろう部会＞
目的：北区の実態を把握し、障がい福祉の
ニーズを知る。

＜こども部会＞
目的：ネットワークの構築、子どもの成長段階
に応じた支援の構築、児童発達分野の把握・
整理検討

※部会を超えての連携、情報共有を行ってい
く。

＜報告会＞
目的：北エリア連絡会の活動を共有する。

＜啓発活動＞
１２月の障害者週間に合わせて、地域の商業
施設で展示会開催。

＜定例会＞※浜北、天竜それぞれに設置
目的：区内の相談ケースの把握、課題解決に
向けての検討、地域課題の掘り起こし、支援
者のスキルアップ

＜エリア合同部会＞
役割：各地区の定例会で解決しきれない課題
でエリアを横断して合同で協働すべきと判断さ
れた地域課題に取り組む

＜課題解決PJ部会＞
※浜北、天竜それぞれに設置
目的：定例会で解決しきれない地域課題や専
門部会からの課題を専門的知識・実践のある
人たちで組織し解決に向けて議論する

＜啓発活動＞
＊浜北、天竜それぞれに設置
目的：障がいのある方への地域住民の理解促
進、障がいのある方への社会参加の支援

＜龍山・春野・佐久間・水窪地区部会＞
目的：障がいのある人が住み慣れた地域で安
心した生活を継続できるよう関係者同士の繋
がりを作る、地域の状況把握、支援者のスキ
ルアップ

全体会

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル

事務局
会議

ﾜｰｷﾝｸﾞ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

目
的
や
テ
ー

マ

つながる暮らし
ともに生きよう
この街で

向こう三軒両隣
つながり広がる東区に

天竜
啓発活動

天竜
地区部会

エリア
合同部会

地域課題
検討部会

ﾈｯﾄﾜｰｸ
会議

必要に応じて開催

相談支援
部会

年１回
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令和2年9月8日

事項 主な内容等

R1
12月

浜松市の福祉に関するアンケート調査
・実施期間　12/6～12/23
・障がい児者2,500人を対象に実施

R2
5月

19日 厚生労働省　基本指針告示

R2
6月

30日 第1回浜松市障害者施策推進協議会
・福祉に関するアンケート調査報告
・障害福祉計画基本指針

11日
第1回浜松市障害者自立支援協議会
当事者部会

・福祉に関するアンケート調査報告
・障害福祉計画基本指針

12日 第1回浜松市精神保健福祉審議会
・福祉に関するアンケート調査報告
・障害福祉計画基本指針

2日 第2回浜松市障害者施策推進協議会
・障がい福祉実施計画進捗報告
・障がい福祉実施計画素案

8日
第1回浜松市障害者自立支援協議会
市全体会

・障がい福祉実施計画進捗報告
・障害福祉計画基本指針
・障がい福祉実施計画案

9日
第2回浜松市障害者自立支援協議会
当事者部会

・障がい福祉実施計画案

未定 第2回浜松市精神保健福祉審議会 ・障がい福祉実施計画案

22日 第3回浜松市障害者施策推進協議会 ・障がい福祉実施計画案

未定 厚生保健委員会 ・パブリック・コメントの実施

未定 パブリック・コメント実施 ・実施期間　11/15～12/15（予定）

8日
第2回浜松市障害者自立支援協議会
市全体会

・障がい福祉実施計画修正案

未定
第3回浜松市障がい者自立支援協議会
当事者部会

・障がい福祉実施計画修正案

未定 第4回浜松市障害者施策推進協議会 ・障がい福祉実施計画修正案

未定 第3回浜松市精神保健福祉審議会 ・障がい福祉実施計画修正案

未定 厚生保健委員会報告 ・障がい福祉実施計画修正案

R3
4月

1日 計画施行

障がい福祉実施計画策定スケジュール

実施時期

R2
11月

R3
2月

R2
9月

R2
8月

Ｒ2
10月


